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研究課題名 

新型コロナウイルス感染症流行に伴う休校措置を過去に経験した幼児の体力の発達に関する縦断的研究 

研究内容と成果の概要 

本研究は，COVID-19の流行に伴う休校措置を経験した幼児（COVID-19流行経験群）と経験して

いない幼児（対照群）の体力の発達の違いについて縦断的に明らかにすることを目的とした．   

COVID-19 流行経験群は 3 歳児 51 名を対象として，2019 年 11 月の 3 歳児の時，2020 年 11 月の

4歳児の時，2021 年 11月の 5歳児の時に，対照群は 3歳児 52名を対象として，2017年 11月の 3

歳児の時，2018年 11月の 4歳児の時，2019 年 11 月の 5歳児の時にそれぞれ体力測定を行った．

体力測定の項目について，男女別に，群（COVID-19 流行経験群・対照群）×時期（3歳児・4歳児・

5歳児）の分散分析を行った． 

その結果，男児と女児の体支持持続時間の交互作用が有意であったことから単純主効果の検定

を行った．男児の体支持持続時間については，4歳児において，COVID-19流行経験群（M = 27.9, 

SD = 11.8）が対照群（M = 65.0, SD = 39.1）よりも有意に成績が低く（p < .05），5歳児におい

て，COVID-19 流行経験群（M = 33.5, SD = 22.7）が対照群（M = 72.9, SD = 54.1）よりも有意

に成績が低かった（p < .05）．また，対照群において，3歳児（M = 23.9, SD = 14.1）よりも 4

歳児（M = 65.0, SD = 39.1）の成績が有意に高く（p < .001），3歳児（M = 23.9, SD = 14.1）

よりも 5歳児（M = 72.9, SD = 54.1）の成績が有意に高かった（p < .001）．女児の体支持持続時

間については，4歳児において，COVID-19流行経験群（M = 27.6, SD = 8.5）が対照群（M = 56.1, 

SD = 18.5）よりも有意に成績が低く（p < .001），5歳児において，COVID-19流行経験群（M = 

43.9, SD = 24.8）が対照群（M = 79.5, SD = 36.1）よりも有意に成績が低かった（p < .05）．ま

た，対照群において，3歳児（M = 26.3, SD = 10.7）よりも 4歳児（M = 56.1, SD = 18.5）の成

績が有意に高く（p < .001），4歳児（M = 56.1, SD = 18.5）よりも 5歳児（M = 79.5, SD = 36.1）

の成績が有意に高く（p < .05），3 歳児（M = 26.3, SD = 10.7）よりも 5歳児（M = 79.5, SD = 

36.1）の成績が有意に高かった（p < .001）．COVID-19流行経験群において，3歳児（M = 20.5, 

SD = 7.4）よりも 5歳児（M = 43.9, SD = 24.8）の成績が有意に高かった（p < .05）． 

本研究により，COVID-19 の流行に伴う休校措置を経験した幼児の筋持久力の発達が低下してい

たことが対照群との比較を通して縦断的に明らかになった． 
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その他特記事項 

 本研究実施にあたり，ご支援をしていただきましてありがとうございました。 

 


